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 協議員選挙の投票率と選出最低得票数 

 年 度  投票率 選出最低得票数  

 平成 19 66% 15 票(2 名*)  

 平成 21 78% 12 票(2 名)  

 平成 23 57%  7 票(1 名**)  

 平成 25 50%  4 票(1 名)  

 平成 27 41%  2 票(1 名)  

 (2 名*)；2 名連記  (1 名**)；1 名単記 

 

                 
 

                         

                                

  

        

協
議
員
会
は
今 

４
～
６
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

グ
ラ
ン
ド
大
会
の
内
容 

② 

辻
川
界
隈
展
は
今
年
も
「
辻
川 

界
隈
ま
る
ご
と
ス
タ 

ン
プ
ラ
リ
ー
」
に 

③ 

溝
普
請
の
分
担 

④ 

公
民
館
玄
関
の
雨
漏 

り
対
策
は
今
年
中
に 

⑤ 

ル
ー
ル
が
守
れ
な
い 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
検
討 

⑥ 

民
俗
学
の
夕
べ
の
内
容
と
分
担 

⑦ 

自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
の
具
体
的
内
容
検
討 

→ 

 

● 

１
１
月
に
辻
川
の
お
宝
再
発
見
巡

り
「
辻
川
界
隈
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
予
定 

● 

辻
川
だ
よ
り
印
刷
を
業
者
発
注
等 

⑧ 

協
議
員
選
出
方
法
の
問
題
点
を

再
洗
い
出
し
（
下
記
参
照
） 

当
面
の
予
定 

７
／
２
２(

金) 

午
後
７
時
～ 

人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会 

８
／
６(

土) 
民
俗
学
の
夕
べ 

1
7:0

0

～ 

夜
店
開
店
（
６
団
体
予
定
） 

1
8:3

0 

開
会 

 
21
:10

頃 

閉
会
予
定 

８
／
７(

日) 

ク
リ
ー
ン
作
戦 

８
月
中
旬 

自
治
会
対
抗
親
善 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

９
月
中
旬 

 

隣
保
長
各
種
団
体
会
議 

 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

◇
７
月
３
日(

日) 

夏
え
び
す 

 

１
０
時
に
神
主
様
お
祓(

は
ら)

い
。 

 

一
戸
あ
た
り
賽
銭(

さ
い
せ
ん)

２
０
０
円

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

◇
７
月
１
０
日(

日) 

夏
ま
つ
り 

 

１
０
時
に
神
主
様
お
祓
い
。
井
ノ
口

と
一
緒
に
神
事
を
執
り
行
い
ま
す
。 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
お

詣
り
下
さ
い
。［
十
六
隣
保 

木
村
］ 

★
新
役
員
の
お
知
ら
せ 

４
月
の
老
人
会
総
会
で
、
全
体
の

代
表
が
第
３
ク
ラ
ブ
会
長
の
中
村

武
嗣
氏
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

事
業
報
告 

◆
４
月
２
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

①
今
年
度
の
「
自
律(

立)

の
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
」
に
つ
い
て
意

見
交
換
（
町
よ
り
担
当
者
出
席
） 

② 

今
年
も
辻
川
界
隈
展
は
町
の
民

俗
辻
広
場
ま
つ
り
に
協
賛 

③ 

第
１
回
グ
ラ
ン
ド
大
会
の
実
施

要
項
説
明
。
隣
保
対
抗
は
な
し
。 

④ 

溝
普
請
の
予
定
説
明 

〔
女
性
部
か
ら
〕
年
２
回
の
ゴ
ミ
袋

注
文
は
申
込
時
に
代
金
を
徴
収 

◆
４
月
９
日(

土) 

辻
川
界
隈
展 

民
俗
辻
広
場
ま
つ
り
に
併
せ
て

今
回
も
春
に
実
施
。
今
年
か
ら
は
観

桜
会
（
町
観
光
協
会
）
も
合
流
し
日

程
が
２
週
間
早
ま
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト

を
集
約
す
る
こ
と
よ
っ
て
関
係
者

は
増
え
た
が
、
一
般
参
加
者
は
ど
う

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

花
見
日
和
の
中
、 

「
辻
川
界
隈
ま
る 

ご
と
ス
タ
ン
プ
ラ 

リ
ー
」
に
は
受
付 

時
間
４
時
間
で
１ 

６
３
名
が
参
加
、 

内
１
２
０
名
が
ゴ 

ー
ル
（
昨
年
は
１
時 

間
の
受
付
で
１
０
０
組
参
加
）
。
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
昨
年
よ
り
１
ヶ

所
（
高
藤
稲
荷
）
増
え
て
９
ヶ
所
に
。 

各
ポ
イ
ン

ト
で
は
昔

懐
か
し
い

写
真
の
中

か
ら
の
出 

題
を
楽
し
み
な
が
ら
会
場
か
ら
旧

道
沿
い
を
巡
っ
た
。
地
元
辻
川
か
ら

の
参
加
者
に
も
地
蔵
堂
や
有
井
堂

が
は
じ
め
て
の
世
代
が
あ
っ
た
。
区

内
か
ら
小
売
の
商
店
街
が
な
く
な 

り
、
年
中
行
事

か
ら
福
引
が
な

く
な
っ
た
今
、

区
内
に
住
民
の

姿
や
生
活
感
を

少
し
で
も
取
り

戻
す
に
は
車
や

携
帯
・
ス
マ
ホ 

か
ら
離
れ
る
し
か
な
い
か･

･

。 

◆
４
月
２
９
日
（
昭
和
の
日
） 

第
１
回
グ
ラ
ン
ド
大
会 

前
日
の
雨
に
よ
り
グ
ラ
ン
ド
状

態
が
悪
く
、
一
昨
年
の
第
２
６
回
運

動
会
に
続
い
て
中
止
と
な
っ
た
。
全

区
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う

隣
保
対
抗
を
な
く
し
、
内
容
を
縮
小

し
て
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ

れ
て
い
た
だ
け
に
残
念
。
体
育
委
員

は
じ
め
準
備
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
。 

◆
５
月
２
２
日
（
日
）
溝
普
請 

区
民
総
出
の
「
田
植
え
」
前
の
恒

例
行
事
。
さ
わ
や
か
な
好
天
の
下
、

街
が
き
れ
い
に
な
っ
た
。
協
議
員
に

よ
る
雲
津
川
清
掃
も
行
わ
れ
た
。 

      

辻
川
山
公
園
の
清
掃
協
力 

 
 

花
見
日
和
の
４
月
２
日
、「
天
狗
」

の
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
中
、
４

ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
辻
川
区
か
ら
約

３
０
名
が
参
加
。
辻
広
場
ま
つ
り
に

向
け
て
下
準
備
完
了
。
ま
た
、
６
月

２
５
日
は
５
ブ
ロ
ッ
ク
が
担
当
し
た
。 

               

協
議
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
１
０
年
近
く
協
議
員
会
で
も
話
題

に
な
り
、
多
く
の
提
案
が
な
さ
れ
て
き

た
が
、
残
念
な
が
ら
現
状
に
即
し
た
改

善
に
今
の
と
こ
ろ
至
っ
て
い
な
い
。
今

総
会
で
も
報
告
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
１

０
月
下
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
件

に
関
す
る
臨
時
総
会
に
向
け
て
、
辻
川

区
の
現
状
を
２
回
連
載
で
紹
介
す
る
。 

           

★
昨
年
秋
に
辻
川
区
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
「
居
住
者
の
祭
り
と
の

関
わ
り
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加

意
識
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
〔
田
﨑

健
一
氏
（
青
年
団
）〕
の
中
で
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
や
協
議
員
選
挙
に
参
考
に

な
る
点
を
編
集
子
の
私
見
も
交
え
て
報
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「
地
域
の
お
宝
」
さ
が
し 

 
 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

辻
川
区
で
は
、
平
成
２
８
年
度
の
自
律
（
立
）

の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
取
り
組
み
と
し

て
、
「
地
域
の
お
宝
再
発
見
と
調
査
・
研
究
、
情

報
発
信
及
び
人
が
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
」
を
活

動
名
と
し
て
一
年
間
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。 辻

川
区
に
は
、
県
指
定
の
重
要
文
化
財
を
は
じ

め
と
し
て
、
国
登
録
文
化
財
等
、
価
値
あ
る
文
化

財
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
や
地
域
の
歴

史
等
を
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
通
じ
て
理
解
を
深

め
る
と
同
時
に
、
多
く
の
住
民
が
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
住
民
同
士
の
交
流
に
繋
が
れ
ば
良
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
辻
川
区
の
歴

史
・
自
然
・
文
化
な
ど
の
多
彩
な
「
お
宝
」
を
知

り
、
体
験
活
動
を
通
し
て
地
域
を
学
ぶ
こ
と
が

“
ふ
る
さ
と
”
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
に
対
す

る
愛
着
や
誇
り
に
繋
が
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。
秋

に
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
予
定
し
ま
す
の
で
、
是
非

多
く
の
方
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。 

町
消
防
団
消
防
操
法
大
会 

[

５
／
８] 

辻
川
分
団
が
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で 

出
場
３
０
分
団
中
第
７
位
入
賞
、
田
原
地

区
で
は
３
位
の
成
績
を
収
め
た
。 

田
原
子
供
会
球
技
大
会 

[

６
／
１
８] 

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）
第
３
位 

１
回
戦 

○ 

８ 

― 

２ 

対
西
光
寺 

２
回
戦 

● 

４ 

― 

５ 

対
田
尻 

３
位
決
定
戦 

○ 

９ 

― 

４ 

対
井
ノ
北 

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
） 

 

第
１
試
合 

● 

０ 

― 

２ 

対
井
ノ
北 

第
２
試
合 

○ 

２ 

― 

１ 

対
田
尻 

男
子
は
町
大
会
へ
。
女
子
も
男
子
の
雪

辱
。
父
さ
ん
母
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
。 

協
議
員
選
挙
の
あ
り
方
を
考
え
る 

4/8 空飛ぶ天狗登場 

（辻川山公園）→ 

 

3/20 辻川最古の道が復旧 

 

↑4/12･13 鈴の森神社

参道の楠等の枝伐採

[14 隣保新見氏提供]→ 

 

 

ゴールデンウイークの辻川山公園 

（上）と公園下のもち麦畑（下） 

１ ★過去５回の協議員選挙 
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区内新旧居住者の家族構成　〔2015秋「居住者の祭りとの関わり方とコミュニティへの参加意識」調査〕

単身 夫婦 2世帯 3世帯   * アンケート回収率は60.9％

旧集落 180軒 49.7年 4.4 35.3 45.6 14.7 　 　（195部回収/320部配付）

新集落 165軒 19.3年 12.2 28.0 53.7 6.1

昭和40(1965)年の地図で建物が存在している地域を旧集落、それ以降の新規転入世帯が多い地域を新集落としている。

地　域
対象世帯
数(概数)

平均居住
年数

家族構成の割合（％）

告
す
る
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
辻
川
区

の
特
性
を
姫
路
市
大
津
区
天
満
地
域
で

の
同
様
の
調
査
と
比
較
す
る
こ
と
で
ま

と
め
て
い
る
。
①
辻
川
の
昭
和
４
０
年

以
後
の
世
帯
数
が
そ
れ
以
前
の
世
帯
数

に
近
づ
い
て
い
る
。
最
近
は
集
合
住
宅

や
一
戸
建
て
が
さ
ら
に
増
加
傾
向
に
あ

る
（
左
表
）。
②
天
満
で
は
祭
り
の
運
営

が
ほ
ぼ
旧
集
落
の
地
縁
者
に
限
ら
れ
て

い
る
が
、
辻
川
は
新
旧
住
民
が
隔
た
り

な
く
参
加
し
て
い
る
。「
辻
川
は
新
住
民 

に
も
参
加
し
や 

す
い
雰
囲
気
づ 

く
り
や
声
か
け 

が
日
常
的
に
な 

さ
れ
て
い
る
方 

で
、
他
地
区
の 

人
か
ら
も
そ
う 

言
わ
れ
る
事
が 

多
い
の
は
誇
り 

で
す
」
と
の
声 

も
寄
せ
ら
れ
て 

い
る
。 

★
１
９
９
０
年 

頃
か
ら
こ
の
２ 

５
年
間
、
福
崎 

町
の
人
口
は
ほ 

ぼ
横
ば
い
状
態 

だ
が
、
辻
川
で 

は
人
口
で
２
０ 

％
、
世
帯
数
で 

５
６
％
も
増
加 

し
て
い
る
。
一 

世
帯
当
り
の
人 

数
は
約
１
名
減 

っ
て
３
名
余
り 

と
な
っ
て
い
る
。 

★
辻
川
の
世
帯
数
と
人
口
の
推
移
は
、

（
注
１
）

１
７
３
７
（
元
文
２
）
年
、
３
３

軒
５
０
世
帯
（
か
ま
ど
数
）
２
０
１
人
、

（
注
２
）

１
８
７
４
（
明
治
７
）
年
、
８
０

世
帯
３
２
５
人
、
２
０
１
５
（
平
成
２
７
）

年
、
３
４
７
世
帯
１
０
９
７
人
と
な
っ

て
い
る
。［
出
展
…
（
注
１
）

は
元
文
２
年
辻

川
村
明
細
帳
（
三
木
家
文
書
）、（
注
２
）

は
村

の
戸
籍
簿
（
福
渡
七
郎
氏
「
辻
川
の
昔
」
）］ 

  

 

今
号
か
ら
４
回
連
載
で
、
江
戸
時

代
末
期
、
三
木
家
当
主
６
代
通
明
～

７
代
通
深
の
頃
の
辻
川
を
紹
介
し

ま
す
。 

第
一
回
は
三
木
家
６
代
目
当
主

通
明
（
別
称
東
作
・
藤
作
）
の
活
躍

と
姫
路
藩
と
の
関
わ
り
を
、
藤
作
に

よ
る
職
務
日
記
「
諸
事

し

ょ

じ

控
ひ
か
え

」
に
見

ま
す
。
藤
作
は
天
明
２
（
１
７
８
２
）

年
に
生
ま
れ
、
文
化
８
（
１
８
１
１
）

年
に
辻
川
組
大
庄
屋
に
な
り
、
文
政

２
（
１
８
１
９
）
年
か
ら
は
山
崎
組
大

庄
屋
も
兼
帯
し
て
い
ま
す
。
大
庄
屋

を
務
め
た
間
に
、
そ
の
働
き
（
出
金

や
救
済
活
動
な
ど
）
に
よ
り
姫
路
藩

の
褒

章

ほ
う
し
ょ
う

を
１
８
回
も
受
け
て
お
り
、

藩
の
家
老
・
河
合
隼
之

し
ゅ
ん
の

助 す
け

（
寸 す

ん

翁 の
う

）

（
注
１
）

と
も
親
交
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
天
保
６
（
１
８
３
５
）
年
に
家
督

を
７
代
通
深
に
譲
り
、
天
保
１
５
年

に
６
３
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

      

◆
文
化
８
（
１
８
１
１
）
年
～
文
政
１
３

（
１
８
３
０
）
年
「
諸
事
控
」
よ
り 

 
 

天
川
の
石
橋  

[
 

文
政
１
０
（
１
８
２
７
）
年
諸
事
控 

] 

乍

恐

お
そ
れ
な
が
ら

奉
差
上
願
書
之
事 

一
御
着
組
同
村
土
橋
破
損
ニ
付
、
此

度
石
橋
ニ
被
為 

仰
付
候
御
趣

承
之
候
、
然
ル
所
私
義
奉
蒙 

御

撫
育
、
数
代
御
百
姓
相
続
仕
難
有

奉
存
候
、
依
之
為
冥
加
右
橋
御
仕

替
私
江
被
為 

仰
付
被
下
置
度

乍
恐
奉
願
上
候
、
此
之
如
御
聞
済

被
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
以

上
、 

 
 
 

辻
川
組
大
庄
屋 

三
木
藤
作
○印 

 

文
政
十
亥
年
七
月 

道
方 

御
役
所 

右
願
書
七
月
十
七
日
、
道
方
御
手
付

水
野
快
右
衛
門
江
相
渡
候 

 

解
説
…
姫
路
の
御
着
組
御
着
村
の

天
川
に
か
か
る
土
橋
破
損
に
つ
き
、

石
橋
に
仕
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た

と
こ
ろ
、
文
政
１
０
（
１
８
２
７
）
年

７
月
、
藤
作
が
辻
川
組
大
庄
屋
と
し

て
自
分
に
仕
替
え
を
命
じ
ら
れ
る

よ
う
に
道
方
役
所
へ
願
い
出
る
。 

そ
の
結
果
、
石
橋
仕
替
え
が
認
め

ら
れ
、
藤
作
が
金
百
五
拾
両
（
今
の

お
金
で
１
５
０
０
万
円
程
度
か
）
を

負
担
し
、
翌
年
二
月
完
成
し
た
（
石

橋
に
残
る
石
刻
に
は
「
文
政
十
一
年

二
月
成 

播
州
印
南
郡 
石
工 

瀬

助･

仲
右
衛
門
【写
真
１
】」
と
あ
る
）
。 

     

現
在
御
着
城
の
濠
跡
に
保
存
さ

れ
て
い
る
こ
の
橋
（
天
川
橋
）
は
解

説
に
よ
る
と
、
天
川
に
架
か
っ
て
い

た
旧
西
国
街
道
の
石
橋
で
、
竜
山
石

［
た
つ
や
ま
石
は
今
も
「
石
の
宝
殿
」周
辺

か
ら
切
り
出
さ
れ
て
い
る
凝
灰
岩
］
製

の
太
鼓
橋
。
全
長
２
６
．
６
ｍ
、
幅

４
．
４
５
ｍ
で
橋
脚
５
本
。
橋
の
北

東
詰
め
に
は
高
札
場
が
あ
っ
た
そ

う
だ
。
昭
和
４
７
年
９
月
９
日
の
出

水
で
中
央
部
橋
脚
が
崩
れ
橋
桁
が

落
下
し
た
た
め
撤
去
し
、
昭
和
５
３

年
１
０
月
に
現
在
地
に
移
設
保
存

【写
真
２
】さ
れ
た
。 

           

三
木
藤
作
（
通
明
）
が
百
五
拾
両

も
の
費
用
を
負
担
し
て
完
成
し
た

天
川
橋
は
そ
の
後
１
５
０
年
弱
、
洪

水
に
耐
え
た
こ
と
に
な
る
。 

   

家
老
河
合
隼
之
助 

西
光
寺
野
新
開
地
等
見
聞  

[
 

文
政
１
３
（
１
８
３
０
）
年
諸
事
控 

] 

一
九
月
十
七
日
、
河
合
隼
之
助
様 

御
泊
り 

 

御
奉
行 

金
原
助
左
衛
門
様 

 

同 
 

 

久
松
辰
吾
様 

 

御
勘
定 

大
橋
傳
右
衛
門
様 

 
 

 
[

以
上
３
名]

御
宿 

次
右
衛
門 

御
代
官 

新
美
甚
左
衛
門
様 

同 
 

 

有
坂
源
左
衛
門
様 

 
 

 
[

以
上
２
名]

同 
 

仙
之
助 

（
中
略
） 

右
者
西
光
寺
野
御
新
開
并
〔
な

ら
び
に
〕

川
辺
井
よ
り
之
新
溝
御

普
請
積
為
御
見
分
御
出
張
被
遊

候
〔
あ
そ
ば
さ
れ
そ
う
ろ
う
〕
、 

十
七
日
朝
正
六
ツ
時
、
姫
路
御

出
立
ニ
而
〔
に
て
〕

太
尾
通
西
光

寺
野
御
見
分
、
御
立
大
庄
屋
岡
平

四
郎
方
ニ
而
御
昼
賄
、
夫
〔
そ
れ
〕

よ
り
辻
川
組
江
〔
へ
〕
被
遊
御
移
、

中
須
田
池
辺
御
見
分
、
大
門
村
よ

り
西
大
貫
通
ニ
而
亀
坪
新
池
御

見
分
、
御
帰
者
赤
坂
通
辻
川
江
入
、 

 
 

翌
十
八
日
朝
正
六
ツ
時
、
御
立

ニ
而
上
田
中
村
よ
り
北
田
中
・
東

川
辺
江
御
廻
ニ
而
、
川
辺
井
之
処

江
御
出
、
川
辺
内
藤
佐
十
郎
方
ニ

而
御
昼
賄
、
西
田
中
通
、
夫
よ
り

本
道
御
戻
り
、
西
光
寺
通
、
御
立

村
ニ
而
夕
御
賄
被
遊
候
而
姫
路

江
御
帰 

一
晩
方
御
人
直
ニ
〔
じ
か
に
〕
此
方
御

召
出
、
御
奉
行
様
・
御
代
官
様
御

立
合
ニ
而
河
合
様
被 

仰
聞
候

者
、
其
方
義
御
新
開
ニ
付
格
別
致

出
精
候
ニ
付
祝
遣
し
候
と
之
御

意
ニ
而
、
左
之
御
目
録
被
下
候 

 
 

但
し
、
羽
織
袴
ニ
而
上
之
間
シ

キ
イ
之
際
江
罷
出
〔
ま
か
り
で
〕
候 

（
中
略
） 

一
十
九
日
、
御
礼
ニ
罷
出
（
注
２
） 

 

解
説
…
文
政
１
３
（
１
８
３
０
）
年
９

月
１
７
日
、
河
合
隼
之
助
ら
が
西
光

寺
野
の
新
開
地
（
新
田
開
発
地
）
と

現
市
川
町
の
新
溝
の
普
請
場
見
分

け
ん
ぶ
ん

の
た
め
来
訪
し
、
河
合
は
三
木
家
に

宿
泊
。
新
田
開
発
の
功
労
を
ね
ぎ
ら

い
羽
織

は

お

り

袴
は
か
ま

等
を
下
賜
（
注
３
）

さ
れ
る
。 

 

（
注
１
）

河
合
道
臣
〔
み
ち
お
み
・
ひ
ろ
お
み
〕

と
も
。
隠
居
後
の
号
が
寸
翁
〔
す
ん
の
う
〕
。

姫
路
藩
主
酒
井
家
４
代
（
注
４
）
に
５
０
年

余
に
わ
た
っ
て
仕
え
、
姫
路
藩
の
財
政

再
建
に
貢
献
し
た
。
天
明
７
（
１
７
８
７
）

年
、
２
１
歳
で
家
督
を
継
ぎ
家
老
に
就

任
。
文
化
５
（
１
８
０
８
）
年
、
と
き
の
藩

主
酒
井
忠
道
か
ら
負
債
７
３
万
両
に
膨

ら
ん
だ
姫
路
藩
財
政
の
立
て
直
し
を
命

じ
ら
れ
る
。
姫
路
木
綿
の
江
戸
専
売
権

取
得
（
注
５
）
や
様
々
な
藩
営
事
業
を
行
い
、

天
保
５
（
１
８
３
４
）
年
、
２
７
年
か
け
て

藩
の
負
債
完
済
を
成
し
遂
げ
た
。
天
保

６
年
、
６
９
歳
で
隠
居
し
、
天
保
１
２

（
１
８
４
１
）

年
に
７
５
歳
で
没
し
た
。 

（
注
２
）

姫
路
城
中
濠
内
に
あ
っ
た
前
記

６
名
の
上
級
役
人
宅
を
お
礼
に
訪
問
。

家
老
河
合
隼
之
助
の
屋
敷
は
現
大
手
前

公
園
の
中
央
南
寄
り
に
あ
っ
た
。 

（
注
３
）

か
し
…
高
貴
の
人
が
下
の
人
に

物
を
与
え
る
こ
と
。 

（
注
４
）

第
２
代
（
１
７
７
２
～
１
７
９
０
）
酒

井
忠
以
〔
た
だ
ざ
ね
〕
、
第
３
代
（
１
７
９
０

～
１
８
１
４
）

酒
井
忠
道
〔
た
だ
み
ち
・
た
だ

ひ
ろ
〕
、
第
４
代
（
１
８
１
４
～
１
８
３
５
）
酒

井
忠
実
〔
た
だ
み
つ
〕
、
第
５
代
（
１
８
３
５

～
１
８
４
４
）

酒
井
忠
学
〔
た
だ
の
り
〕 

（
注
５
）

木
綿
と
同
様
に
塩
・
皮
革
・
竜
山

石
・
鉄
製
品
な
ど
も
大
坂
商
人
を
通
さ

ず
専
売
と
し
た
。 

〈
参
考
文
献
・出
典
〉 

・
広
報
ふ
く
さ
き
「
大
庄
屋
三
木
家
よ

も
や
ま
話
」
第
１
４
話
（
２
０
０
６
年
７

月
号
）・
第
１
５
話
（
２
０
０
６
年
８
月
号
） 

・
平
成
２
５
年
度
歴
史
民
俗
資
料
館
連

続
講
座
④
山
﨑
善
弘
「
姫
路
藩
大
庄
屋

制
の
性
格
」
２
０
１
３
年
１
１
月 

 

編
集
後
記 

 

４
／
１
４
夜
「
熊
本
地
震
」
が
発
生

し
た
。
そ
の
後
１
６
日
に
は
Ｍ
７
．
３
の

本
震
が
被
災
地
に
追
い
打
ち
を
か
け
、

さ
ら
に
震
源
域
が
大
分
県
に
広
が
っ
た
。

九
州
は
数
千
万
年
後
に
は
「
別
府-

島
原

地
溝
帯
」
に
海
が
入
り
込
み
、
北
九
州

と
南
九
州
に
分
か
れ
る
と
い
う
。
こ
の

地
溝
帯
に
集
中
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
雲

仙･

阿
蘇･

別
府
を
噴
き
、
今
回
の
地
震

を
引
き
起
こ
し
た
。
変
動
帯
の
日
本
に

は
地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
中
す
る
。

楽
観
的
に
備
え
る
し
か
な
い
。〔
田
﨑
〕 

江
戸
時
代
末
期
の
辻
川
と 

大
庄
屋

三
木
家
（
第
一
回
） 

原
文
は
す
べ
て
三
木
家
文
書
。
原
文
中

の
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
文
章
は
編
集
子
の
追
加

で
、
符
号
の
凡
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

〔  

〕 

読
み
仮
名 

〔＝ 

〕 

今
の
用
語 

 
 

（注
１
） 

注
記
あ
り 

［   

］ 

補
足
説
明 

【  
 

】 

写
真 

  
  

 
 

 
 

 
  

  

題
目 

写真１ 

御着城跡に保存されている天川の石橋 

 

写真２ 


